
甘しょ畑ほ∴臣ける野ネズミの捕獲調査  

三宅分場 戌沼二郎・鎌川 登  

t 目 的   

三宅島でlま近年野ネズミの異常発生が伝えられ一農家の幽心も高く、ほ場内の生息密度を知  

ろうとする。  

2．調査期間   

1971年8月14日～12月10日まで118日間、1972年8月218－12月10  

日まで112∈l間の2凶行った。  

5．調査面積  

19 71年 52．5  

1972年 dl．5  

4．調査方法   

捕そ器（通称親子どりに務食飼として甘し【の油揚を附したもの）と薬剤を併用して地産数  

と堵餌の喫食状態を調管した。  

5．捕そ器教   

1971年  8ケ  

1972年 20ケ  

‘．使用薬剤  

1971年11．10月25日より11月50日までの間、ワルファリソ0．025％粉剤、硫  

頑タリウム0．5％固形剤を22ケのベイトポ・ソクス内で与え、1972年v土8月21日より12  

月10日までの聞ベイトボックス28ケに、硫頗タ1Jウムを2墟1％と0．5％の固形剤を与え  

1ニ。  

薬剤の効力讃蘭匿ついては＿両年ともとくに行なわなかった。  

ヱ 調査結果  

論1図、廃2周のとおりである。  
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